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講演

2001年12月１日（土）・東北。北海道地区講演会

（仙台・東北大学青葉記念会館）

講師・演題

野口正一：「東北地域の活性化戦略」
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日本工学アカデミーの使命

社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学

技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導

的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と

する。

記 …
§

1）国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究､､提言活動を積極的に行う。

2）国内外における学際・業際的及び新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3）国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対する

普及、啓発活動を推進する。

4）上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの
●

連携を強化し、共同事業等を推進する。

5）上記の一環として国際工学アカデミー連合の主要メンバーの一貝として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドバイザーとしての責務を果たす。
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子ダ目Ｙクグーロジ畠Ｙｂ多奇。ダ冒廿､グ弓今』壇Yも〆､心設唱Ｙ､グ､今ＺＶ.』両YヰゴＥＶ･グ､句到谷泊用

Ｆ 割

DＡユタ凸Eジロエニ



函唇

『・詞

東北地域の活性化戦略
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'1930年３月生まれ

'1954年３Ｈ東北大学工学部通気工学科卒業
1960年３月東北大学大学院博士課程修了

1962年12月東北大学遮気通信研究所助教授
1971年１月東北大学砥気通信研究所教授

1984年４１ｌ東北大学大型計算機センター・センター長

1993年４月１１本大学理工学部怖報工学科教授
1997年４月会津大学長

2001年４月仙台応用傭報学研究振興財111理事長現在に至る
工学博士。

怖報処理学会会促等歴任◎情

遮子情報通信学会功紋蛍、郵
数受賞。

主な著普：「怖報ネットワー
他に多数の研究論文がある。

報処理学会創立25周年記念論文賞、｜

政大臣蛍､科学技術庁長官賞他､多’

クの理論｣、「知識工学基礎論」等、’

野口正 (のぐちしよういち）

司会（神山新一理事）ちょうど時間になりま

したので、日本工学アカデミー東北・北海道地区

の行事であります講演会を始めさせていただきま

す。

こういう不景気といいましょうか、非常に困難

なときに、日本工学アカデミーが工学系の総力を

結集して、この難局を乗り切るためにいろいろな

行事を企画し、進めているわけであります。東北

・北海道地区としましては、会員の方に集まって

いただくのは年に１回しかないのですが、今年は

ちょうど土曜日になってしまいました。

講演に先立ちまして、まずアカデミーの副会長

でいらっしゃいます西淫先生にごあいさつをお願

いいたします。（拍手）

西津潤一副会長何年前からか覚えておりません

けれども、日本工学アカデミーの副会長をしてお

ります。この会の一つの問題点は、地方の会員と

の間のコミュニケーションをもうちょっとよくし

なければいかんと思って、いろいろ言ってきてい

るわけでございますが、まだなかなか実が上がり

ませんで、ごらんのとおりあまり会員の数が堀え

ないということでございます。

大体、何で工学アカデミーをつくったかという

ことになるのでございます。屋上屋を重ねるとい

うふうに見られていることが多いのだろうと思う

のです。学術会議が十分に機能しないので、もう

ちょっとショートカットで、どんどん工学関係は

話を決めていこうということが大体、基底にあっ

たというふうに了解をしております。

東北では浜田成徳先生が非常にご熱心にこの方

面の話をまとめられたのですが、いずれにしても

会員数が当時から全然増えていないのです。その

一つは会費が高いからだと。しかし、高くても実

効が上がれば一向に構わないわけですし、きょう

見えている得、専務理事が赴任されてから、また

一生懸命やってくださっているわけですが、やは

りなかなか思うに任せないというのが現状であり

ます。

いずれにしましても、そういう点を解決しなが

ら、今、工学問題というのは問題がないのかとい

うと、これはとんでもない話でして、教育問題か

ら、簸近は、例えば私どもの直面しております半

導体集積回路なども、夢にも見なかったような大

不況に入っているわけです。ＤＲＡＭなんていう

のは｢1本が王者で、絶対によその国に負けること

がないのだなどと言っていたのが、あっという間

にひっくり返されて、このごろは中国本土にすら

もうやられているのではないかということが言わ
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れるようになってきております。

この基本は、新しい技術開発、あるいは新しい

ＩＣをつくる努力がちょっと欠落しているという

ようなことになってくるわけであります。そうい

う問題などもどんどん取り上げて、政府に献策を

するということを、やはりやらなければいけない

のではないかと思っております。

何とか、これからもぜひ会員の諸先生方にもい

ろいろとお力添えをいただかなければ、この会と

しても十分にその使命を達することができないの

ではないかと考えているところでございます。

もうだめかと思ったのですが、ようやく中曽根

元総理が力を貸してくれまして、教育基本法を変

えるということは大体決まりました。当然、小中

から始まりまして、高等学校、大学、その他にわ

たって全般的に変えようと。基本的には、最近ま

での基本法では､とにかく大体､どこの大学に入っ

ても同じ教育を受けられるというふうな言葉を先

生方､ご記憶だろうと思いますが､その言葉によっ

て象徴されるがごとく、みな同じ返事をする人間

をつくろうということになるわけであります。こ

れでは創造的な仕事が出ないのは、むしろ当然で

ございます。

今回は文科大臣が言いましたように、天分を伸

ばしていくほうに中心を移して、前文にそのこと

を書くことになったわけですので、当然、工学教

育につきましてもそういう方向に、どういう具体

策を持つかということが非常に重要なのです。

文科省の中でも、いろいろと協力してくれる方

がおります。例えば、半分表に出たのでは、さし

さわりがある言葉で、これは決して私が考えたわ

けではありませんが、宮城教育大学を東北大学に

合併して、いわゆる高等学校的な性格を持たせた

らどう力国とか､それから大阪教育大学も同じだと。

また、駒場を分離して、旧制一高的なものにして

いくというふうな、いろいろな具体的なサジェス

チョンもあるわけです。

ですから、これで相当急速に、具体的なところ

まで展開が行われるものと考えなければいけない

わけでして､このアカデミーも各支部ごとにでも、

そういう具体的なプロポーザルをどんどん出し

て、持っていく時期に来ている。そのためには相

２

当、急がなければいけないと、私は考えていると

ころでございます。

ちょっと巌近考えておったり、直面しておりま

すことだけをお話し申し上げましたけれども､今、

工学アカデミーはほんとうにその力を発揮すべき

ときだということがおわかりいただければ、結構

だと思います。

それでは、またこういう話は別の機会に譲らせ

ていただきまして、一応、私のごあいさつとさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。（拍手）

司会では早速､講演会に入りたいと思います。

講師の先生はもう皆様、ご存知ですので、詳しく

ご紹介しませんが、昨年まで会津大学の学長をさ

れておりまして、現在は仙台応用情報学研究振興

財団理事長の野口先生です。

テーマも今の時代にふさわしい「東北地域の活

性化戦略」という題目でお願いいたしました。そ

れでは、野口先生、よろしくお願いいたします。

（拍手）

野口正一皆さん、こんにちは◎野口でございま

す。この部屋でお話をさせていただくのは何年ぶ

りですか。大変、懐かしい思いです。

きょうは大変、難しい題になりました。活性化

戦略。うまく話ができるのかなと、いささか心配

ではございますが、お話をさせていただきたいと

思います。

［１．はじめに］

きょうは三つのテーマを主体にお話したいと思

います。まず第一は、世界における日本の状況。

特に、アメリカ及び世界との対比の上で、一体、

今、日本の状況はどうなっているのであろうか。

第二はその上で、新しい戦略をつくるわけです

が、この場合地域というよりも、日本全体の戦略

が中心であると思うのです。日本全体の戦略を構

築する中で、改めて地域というものはどういう戦

略を考えていくかということです。つまり、東北

地方そのものが活性化するのではなくて、日本全

体の底上げの上で、東北地区は何をすべきかとい

う点に力点を侭きたいということです。第三はそ

のために重要なテーマというのが､ＩＴベンチャー

評、

一
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を育成する問題であり、この視点からお話をさせ

ていただきたいと思います。

［２．アメリカの変革］

次のスライド（資料１）は、アメリカが1990年

以降何で成功したか、それを示したものです。成

功し得た最大の理由は､ここにございますように、

いわゆる冷戦崩壊によってアメリカの軍需産業が

かなり崩壊状態になったという事実がございま

す。ここにありますように、約２分の１から３分

の１に予算が減ってしまった。

そのときに社会の構造の変革、具体的には産業

界における構造改革が行われたわけです、具体的

にはMIT、あるいはスタンフォード大学といっ

たトップレベルの大学の卒業生のトップエリート

が軍需産業に行かなくなった。よその産業に入っ

てしまうわけです。では、その入った先は何かと

いうと、基本的にはＩＴの世界とファイナンスの

世界です。この二つの分野のインテグレーション

で生まれたのが、ご存じの金融工学です。

この図にありますように、最盛期における金融

の世界でアメリカは、当時の全産業の40％のプロ

フイットをこれから出していたという時代です。

このような状況が続く中で、新しいいろんなベ

ンチャーが生まれてきた。これがアメリカの90年

代の発展の形態なのです。ここで注目すべきこと

は、この流れをつくっているのが、よく考えてみ

ますと、実は民間だけではなかった。この裏に何

資料１

１冷戦の終結｜
↓

｜軍需産業の崩壊｜予算'/2~'/３
↓

ﾄｯブエリートの

他産業へのシフト
↓

システムインテグレーション

rrと他産業との融和(金融工学）
↓

|べﾝﾁｬー の台頭’
↓↑

|新しいrrの発展｜
↓↑

＜一

新しい社会経済システム
の出現(Ｅ､Ｃ､）

300

500

全産業の利益の
40％以上が金融

万人の失業
万人の雇用

があったか。それは、ＤＯＤ，国防省の大きい支

援があったわけです。

インターネットはいうまでもなく、国防省の

ネットワーク研究の先端的な成果として生まれた

わけですし、今はやりのｅコマース、ｅマーケッ

トプレイスの基本も、アメリカの国防省の調達問

題を中心としたＣＡＬＳから生まれた。つまり、

このアメリカの流れを基本的に支援してきていた

のは国防省の戦略研究変であったというふうに考

えてもいいのではないか。

この構造改革の中で、何が起きたかというと、

今、お話ししましたように、新しい産業の構造改

革により、300万人のホワイトエリートが職を失っ

た。今から10年前にIBMが大変な状況になった。

相当な数のホワイトカラーがレイオフされたわけ

です。

しかしながら、アメリカはこの新しいＩＴの世

界の活用によって、新たに500万人が新産業に雇

用された。残念ながら今の日本にこれがないので

す。これをつくらなければいけない。当然ですが、

我々がアメリカのまねをしていてもだめなので

す。では、どうするかということがこれからの大

きいテーマであると思います。

つまり、アメリカは2000年までは一つのＩＴ、

あるいはファイナンスの世界の中で決定的な勝利

をおさめたけれども、その間、日本は一体、何を

したのか。座して死ぬような状況の中で、何もし

ないできたというのが現状だと思うのです。

［３．日本の現状と将来の戦略］

このような状況で一体どうしたらいいか。注目

すべきは日本が最も得意とした二次産業の世界に

おいて、ドラスティックな変化が今起きていると

いうことであります。端的な例がいわゆる中国問

題であります。後で若干、データをごらんに入れ

ますけれども、二次産業における決定的な、世界

的な意味での構造改革が今、アジアを中心として

進んでいます。このままで一体、日本はどうした

らいいのでしょうか。

もう一つ、二次産業がだめなら三次産業がある

かと。そうはいかないのです。三次産業における

基本的な、プラットフォーム◎我々はミドルウエ

EAJInfOrmationNo,105／2002年４月３
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資料２
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1 991年９６２０００１９９１年９６２０００1991年９６２０００１９９１年９６２０００

アとも呼んでおりますけれども、そのミドルウエ

アテクノロジーの基本は全部、アングロアメリカ

ンのカルチャーのもとでできた。先ほどお話をい

たしましたｅマーケットプレイスーつをとってみ

ましても、その中で使える基本的なテクノロジー

は殆どアメリカ製です。

この中で、日本は果たして三次産業で勝てるか

というと、答えはノーなのです。このような状況

を見たときに、ここにドラスティックなデータが

あります。これはごらんになった方も多いかとは

思うのですが。日経ビジネスから持ってきました

（資料２)。

日本の繁栄はあとどれくらいなのだろうか。こ

れは一つのシミュレーションでありますから、

100％ギャランティーできる話ではないかもしれ

ません。しかし、大体あと数年で日本の貿易収支

は赤字になるであろう。勿論、貿易収支の赤字が

即、日本がだめという話ではなくて、海外投資、

その他のいろんな状況がありますから、そうはい

かないと思いますが。

さて、このような状況の中で、一体、我々はど

ういう新しい戦略をつくっていかなければいけな

いのであろうかということになります。今後のた

め、もう少し違った別のデータを見たいと思うの

です。同じく日経ビジネスからのデータですが、

家電のアメリカのマーケットで、日本と中国の製

品が一体どういう状況になっているのかを示した

ものです（資料３)。

1991年から2000年まで書いてあります。エアコ

ン、オーディオ、冷蔵庫、ＶＴＲの例がここにあ

ります。かつては圧倒的に日本の製品がアメリカ

の中でシェアをとっていた。それが、2000年です

べてがクロスオーバーしている。

つまり、家電の世界においても、アメリカとい

うマーケットの中で、決定的に日本はもう負けて

いるというのがこのデータなのです。我々は家電

"思電

rで謡

資料３

rＱ

日本最大の輪出先米国の輸入に占める日本と中国のシェア

◇エアコン◇オーディオ

出所：日本繕研
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資料４ わけです。

その理由は非常にはっきりしているのです。つ

まりＤＲＡＭのコストがどのくらい下がっていっ

たかというデータをみると分かります。2001年７

月、ＤＲＡＭの価格が2.5ドル。それがわずか２ケ

月半ぐらいで半分になってしまったわけです。問

題はここにあります。これではもうからない。

問題は､新しいＤＲＡＭをつくったときに､マー

ケットに出すスピードの問題があった。日本の半

導体メーカーは、基本的にどういう戦略をとった

かというと、一つはプロセス技術。それから、歩

留りの技術が中心。つまり、タイム・トゥ・ザ・

マーケットの戦略を日本の半導体メーカーはとら

なかったのです。韓国のサムソンもきついのでは

ありますけれども、彼らは妓初の時期にいち早く

ＤＲＡＭを市場にだすことによって、それのプロ

フイットを取った。遅れた日本はひどい目にあっ

たということです。その他いろいろのことがあっ

て、結局、現在のような状況になったということ

であります。

これも一つのデータなのですが、確かにIＴバ

ブルはきつい、しかしその内容を見てみると、次

のようなデータがある（資料５次頁)。ここで

ＡＲＭは、イギリスの会社です。つぎに、四Ｍ，

マイクロソフト、ノキアがありますが、第一半期

を１としたときに、ほとんど売り上げは減ってい

ない。これは純利益であります。マイクロソフト

はがくんと落ちましたけれども、しかしながらマ

イナスになっていない。今、リカバリーしており

ます。ウインドウズのＸＰを中心とした新しい戦

略で立ち直っております。

ここで注目するのはIBMの強さです。これか

らIBMの底力というのを改めて痛感するのです。

きちんとした技術を持っている、しかも戦略が的

確な企業は、決してこのＩＴバブルで崩壊しな

かった。必ずプロフィットを出していますという

のがこの二つの図です。

日本が半導体の世界で負けてしまったというの

は一体､何なのだろうかということになりますが、

その原因として大学の責任も大きいと私は思いま

す。つぎの問題は、三次産業の問題です。

基本的にソフトウエアの技術をベースにして、

半導体産業の状況

1996年迄は日本の優位性が確保された

日本：

米国：

日本：

米国：

アジア：

96年代

2000年代

急速に成長

の．世界は絶対勝っていると思っていたのだが、必

ずしもそうではない。この状況は、ますます厳し

くなるであろう。

半導体も同じなのです（資料４)。これも少し

古いデータでありますが、９６年において日本の半

導体のマーケットは世界の40％を持っていまし

た。アメリカもやはり４０％ありました。中身は違

います｡ＤＲＡＭを中心とした日本のテクノロジー

と、いわゆるプロセッサーを中心とするアメリカ

との差がありました。しかしながらマーケットの

シェアそのものは40％と40％でイーブンだったの

です。しかし、2000年は違います。現在、日本は

25％、アメリカは55％であります。アジア地域の

追い上げが実は大変なのです。例えば中国はいず

れこの世界において断トツのパワーを持つ可能性

があります。

そうしますと今のままでは、あと５年たったと

きに、日本の半導体工業は、おそらく世界の中で

マイノリテイーになってしまうだろう。例えば

2001年から2005年の上海地区における半導体投資

の総額は約２兆円と言われております。日本にお

ける半導体に関する投資額が次の数年、２兆円以

上あり得るでしょうか。半導体の世界は、ご存じ

のように設備産業ですから。

さて、2000年から2001年における半導体の需要

予測が2,459億ドルでした。ところが、実際はそ

うはならなかった。ＩＴバブルの崩壊で実際に

1,768億ドルしかなかった｡この差がどれだけあっ

たかというと、約７兆5,000億円になるわけです。

つまり、半導体のシェアにおいて、マーケットが

７兆5,000億円分沈んだときに、一体、だれが割

りを食ったかというと、それは大きく日本だった

Ｆ刊
｡

『詞
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マイクロソフト ＩＢＭ

資料５
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６

している。この要因は何かというのは後でお話を

いたします。

以上アメリカの状況を考えたときに、今後日本

はどうしたらいいのでしょうかという話になりま

す。日本は新しい２１世紀型の産業をつくるしかな

いわけですが、大事なのは先進的な技術の開発研

究が必要なのはいうまでもありません。問題はそ

の中身です。

綴･識織鵜餅･談:､識‘･熱儒｡i蝋､噸,‘，淡蕊綴I‘淡蝋
２０００年 2001年

謁司

［４．新しい産業創出のために］

どういう研究開発のスキームをつくるべきか。

まさに技術開発の戦略決定になるわけであります

が、これは皆さんに考えていただくテーマかと思

います。ここで考える大事な問題は、日本におけ

る決定的な産業の構造改革が必要になってくるの

ではないか。

例えば年俸です｡次の図は日経のデータですが、

日本とアメリカにおける年代別の、いわゆる年俸

がどのくらいになるかを示したものです（資料

６)。ここが年俸420万、ここが1,920万円です。

この色のカーブ（29才以下）とこの色（50才以上）

のカーブを見ていただくといいと思います。つま

り、日本は29歳以下の人たちの年俸というのは非

常に少ない｡そして､非常に少ないところに集まっ

ています。

アメリカの場合はどうかというと、ほとんど年

代に関係ないのです。年俸1,000万までの割合を

'一米Mi…ii社巨富＝米lBM社一英ARM社一ﾌｨﾝﾗﾝドNokia社

〆刊

三次産業は成立している。これは別に製造業だけ

ではなくて、金融もそうだし、ロジステイックも

そうです。この世界で何があるかというと、国際

的に三次産業に対応できるソフトウエア・エンジ

ニアを、極論しますと、大学が殆ど養成していな

かった。この問題がこれから日本にとって大変大

きい問題になるのではないか。

三次産業で利益をだすビジネスは何かという

と、それはシステムインテグレーション､ソリュー

ションビジネスです。ＮＥＣも富士通も全体の利

益はマイナスになってはいるのだが、ソリュー

ションビジネスはそれなりにうまくいっている。

しかしながら、問題はこのソリューションビジネ

スが世界になかなか売れない。

二つ会社の株価の比較をしてみると、株価がす

べてではないのですけれども、富士通の株価の変

動は大きい。ピークの時代にくらべて現状は５分

の１になってしまった。いろんな要因があるわけ

ですが、その一つはIＴ全体の落ち込みです。そ

して、インターナショナルに利益のでる製品がな

い。

一方アメリカのIBMはどうなのかというと、

株価は、テロにあまり関係ないのです。確かに、

テロが発生したときに､株価は大分落ちましたが、

今はリカバリーしている。だが、サンマイクロや

ヒューレット・パッカードはかなりきつい状況に

なっています。一方、ＩＢＭは現在、リカバリー
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日本は勝てないのです。ここにおられる方々は、

割合、年もとっておられるから、よくおわかりに

なると思います。そのぐらいのドラスティックな

ことをしないといけない。

さっきの半導体の問題に戻るのですが、何で日

本は勝てなかったか。インテルは沈んだけれども

ひどい被害はない。しかしながら、メモリーをつ

くっている企業は非常に割りを食っている。とい

うことは何かというと、我々は強力なコンピュー

タのＣＰＵを設計するような、優秀なエンジニア

をほとんどつくっていなかったというのが原因の

一つなのです。勿論ゼロではありません。

例えば、ソニーのプレイステーション２があり

ます。これは、少し前のスーパーコンピュータで

見てみると、むしろ若い人のほうが多い。日本は

完全に下のほうに集まっている。新しい産業を起

こしていくために、何が必要かということを考え

たときに、もちろんベンチャーではいろいろな戦

略が組めるけれども、大企業の場合、この榊造に

なっているわけです。つまり、若い人たちが本気

で働くような環境をつくる年俸のストラクチャー

を作ること。少なくとも能力給に変えない限りだ

めであろうと。

これは別に、企業の人たちだけではなく大学の

先生もそうだと思うのです。年をとったから年俸

が高くていいということはない。むしろ、２０代、

30代の優秀な研究員には金を出したほうがいいの

ではないか。そのくらいのことをしなかったら、

一



す。このようなＣＰＵが設計できるわけでありま

すから、日本の技術屋はそれなりに力がある。そ

ういう形で、日本の大学が優秀な人材を産業界に

提供していなかったというのが、大変大きい問題

であったと思います。

いろいろお話いたしましたが、岐初の部分のま

とめとして大事なことは、今後の日本にとって大

事なことは、今までにないタイプの産学官連携の

スキームを作り世界のトップレベルの技術をベー

スにビジネスを作らないとだめではないか。幸い

なことに、地方にはいろいろな大学があって優秀

な人材がいるわけです｡しかし活用されていない。

ＩＴ産業に関して言えば、東北はどうなっている

のだろうか。人口比でいくと、東北６県で全国の

約８％強あります。そうしますと、平均的な感覚

で言えば、ＩＴ産業の割合は東北地方に８％くら

いあってよろしいわけです。実態はどうなのであ

ろうかというと、それは2.2％しかない。

そういう状況を将来ひっくり返していくには大

学の力しかない。ご存じのように、東北６県にお

ける産業規模、ポテンシャリティーは極めて脆弱

であります。唯一、頑張れるのは大学しかない。

これを利用し、どうやって東北の産業を再構築す

るのかというのが、これからの大変重要な活性化

のテーマになるのではないか。

［５．次世代インターネット戦略］

次にＩＴ産業の中で日本における最大のチャン

スはないのかというと、あるのです。例えば今、

インターネットの世界はＩＰｖ４の世界で動いてお

ります。これはアメリカが決めたルールです。先

ほどお話ししたように、国防省の研究開発の流れ

の中からアメリカが独占的にインターネットの世

界を支配しました。

ｖ４では約50億弱のアドレスがつけられる。つ

まり、インターネットの世界の中に、大体、５０億

人が住める、そういう世界であるわけです。その

75％をアメリカが持っている。あとの25％を世界

で分けているのですから、アドレスが足りなくな

るのは当たり前なわけです。それでは、それを無

限大にしようということでＩＰｖ６というのが出た

わけです。詳しいお話は省略しますけれども、一

８

応、実際上は無限に近くアドレスが使えるように

なるわけであります。

この環境下での戦略に関して今はどうなってい

るかというと、今、お話ししましたように、アメ

リカは少なくとも現状ではｖ４で十分アドレスを

持っておりますから、あまり熱心ではない。とこ

ろが、ほかの国は困っているわけです。そうしま

すと、いずれはこのｖ４からＶ６に移るのです。

インターネットの標準化のグループとして

IETF、インターネット・エンジニアリング．タ

スク・フォースというのがあります。その中でｖ

６に関しては日本のクルーは大変頑張っておりま

す。このｖ６の世界で日本は新しい世界をつくっ

ていくチャンスがあります。これは将来、大変大

きいビジネスチャンスを作ることになると思いま

す。これは通信の世界のビジネスです。

それから、先ほどお話ししましたように、情報

家電の世界は確かにミドルテクノロジー以下のレ

ベルでのビジネスは大変にきつい。中国に負けて

いる。しかしながら、将来、展開するであろう、

インテリジェンスを持つ情報家電をつくるとなる

と、日本はまだまだ十分、ポテンシャルを持って

いるだろう。この世界のビジネスで、何か次の仕

掛けができないだろうか。

それから、これが大変大事なビジネスなのです

が。２１世紀の社会は何かというと、これはノーマ

ディックな社会です。それは何かというと、２１世

紀型の狩猟民族の世界。つまり、ラップトップ、

あるいはＰＤＡを持って、ビジネスマンが世界中

を渡り歩きながらビジネスをしていく。これはか

つての狩猟民族と同じようなセンスであります。

この世界でｉモードを構築した日本の技術は、

先導的なすごいポテンシャルを持っているのでは

ないか。こういうものを活用することこそ、一つ

の新しい戦略のベースになる。

さて、今迄の我々の話は二次産業を中心にしま

した。ところが、二次産業の持っている全ＧＤＰ

での割合は30％しかない。あとの70％はどうなっ

ているか。旧態依然たる世界です。これは後でお

話をしますけれども、そこをどうやってリフレッ

シュできるかというのが次の大事な戦略でなけれ

ばならない。

戸窟己

ｒ可
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［６．東北地域の活性化］

次に､地域の活性化の話に移りたいと思います。

問題は、東北地方における地域活‘性化の基本戦略

を、どのように我々はつくっていったらいいか。

これにはトップダウンの仕掛けがないとだめだろ

うと思うのです。トップダウンでやるための仕掛

けとして、何があるのだろうか。一つはINCOS

があるでしょう。あるいは、東北経済連があるか

もしれない。県の連合組織があるかもしれない。

大学連合があるかもしれない。

しかしながら、今までの状況を見る限りすべて

がうまくいっていない。確かに、経済連からも、

INCＯＳからもたくさんのレポートが出たけれど

も、それは紙くずです。本当にできる実行案がそ

こに書いていない。大事なことは目標となるター

ケットと実行の期間を設定し、戦略をつくらなけ

ればいけない。それをどうやってつくるか。今、

何もわからないのが現状です。

そのときに何が大事かというと、やはり強力な

リーダーです。まずは引っ張っていく。このため

には40代から50代ぐらいのチャレンジ結神のある

人が出てこなければだめではないか。同時に、こ

こで決められた幾つかのアイテム、プロジェクト

を具体的に実行できるだけの予算を取ってこない

と、これはどうにもならない。今までにすべての

ことがうまくいっていない一番の理由は、予算が

ないことです。紙に書いておしまい。これではし

ょうがない。

次の話に入ります。今までの話をしていてもし

ょうがない。まず、自治体、あるいは産学官連携

のスキーム、そういうものがひとつ頑張って、何

かをやっていかなければいけない。この中で、一

番、やりやすいことは、大学の力を活用して国の

プロジェクトを持ってくるのが一つの案としてあ

るのではないか。

国の個別のプロジェクトは、例えば２年とか３

年しかないかもしれない。しかし、それをとるこ

とによって、ＩＴベンチャーを育てていくチャン

スが生まれてくるということであります。この実

例を、まだほんのわずかでありますけれども、会

津が展開した例について後でお話をいたします。

いずれにしましても、地方の企業はすべてでは

ないにしても力がない。しかし、新しいＩＴベン

チャーのプロポーザルはいろいろある。おととい

も県のほうの委託でベンチャーの審査をしまし

た｡去年から､私は今までいろんな形でベンチャー

関係のプロポーザルを50件ぐらい審査してみまし

たけれども､残念ながら良いものは非常に少ない。

何とかそれなりにビジネスとして動くかもしれ

ないけれども、本質的に日本を引っ張っていくよ

うなベンチャーの種がないのです。これは何でな

いかというと、一つの原因は大学が殆どかかわり

合っていないからです。個人的には社長がいて、

いろんな提案をされているのだけれども、基本と

なるレベルの高いカーネルの技術が確立されてい

ないのです。

いずれにしましても、地域のベンチャーが国の

プロジェクトを持ってくることによって、新しい

環境をつくっていくというのは大変大事ではない

かなと思います。

そのために、まずやることがあるのです。大事

なのは宮城県、あるいは東北連合でもよろしいの

ですが、まず自治体がもう少ししっかりしないと

だめではないかと思うのです。この話は即、国に

も言えるのですけれども。

国に対して、例えばＩＴの問題で言えば、ＩＴ戦

略会議があるし、科学技術会議もありますが、ＩＴ

戦略会議のメンバーを見る限り、ＩＴという切り

口で我々が見たら殆ど素人です。一人、村井純氏

が入っていますけれども。もちろん、いろんなタ

イプの人が入っていいのだけれども、ＩＴ戦略会

議の中にきちっとしたＩＴの専門家、あるいはコ

ンピュータサイエンスの専門家が最低夫々一人く

らい入っていなかったらだめです。

これで日本の本当の戦略がつくれるのかという

ことなのです。そうはいっても、しようもないの

ですけれども。

さて、戦略会議をつくるとき、ここにあります

ように宮城県なら知事直轄のもと、実行するため

のアクションプログラムをトップダウンでつくら

なければいけない。地域が頑張って、何かしない

とだめではないかなという気がいたします。

問題点ををいろいろ述べましたが、まず県単位

で何ができるのだろうかということを考えてみま

EAJInfOrmationNo,105／2002年４月９
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す。いろいろあるのです。後でお話をしますｅ－

Ｊａｐｎ計画の中で、例えばe-localgovernment

をつくる話を先達的にやればいい。事実､三重県、

あるいは岐阜、岡山、高知も頑張っています。他

の地域は手は挙げているのに、どうして東北６県

は手を挙げないのですか。若干、岩手が少し動い

てはおりますけれども、現時点では、ほとんどだ

めでしょう。

そういうような形で、東北はもっと積極的に、

国が何かプロジェクトを動かすならば、それを前

もってとってくるくらいの仕掛けをつくらないと

だめです。

ところに研究が集中しています。

よく聞かれるのですけれども、コンピュータ・

サイエンスをちゃんとやればすごいＩＴが生まれ

るかというと、特別な例はあります。しかし本質

は違うのです。根っこは同じなのですが、コン

ピュータ・サイエンスとインフォメーションテク

ノロジーでは研究・開発のターゲットが全然違い

ます。そこが理解されていないためにこの話がう

まくいっていないのです。

アメリカの場合は、かなりいろんな形で各大学

が、基礎研究から実用研究、この両方のギャップ

を埋めているのです、。具体的には、ＭＩＴのメ

ディアラボが将来のマン・マシン･インターフェー

スのために、生理学とかあるいは心理学の立場か

ら、新しいヒューマン・インターフェースを考え

ている。

一方、ＵＣバークレーがＵＮＩＸをベースとした

新しい研究やデータベース構築等の実用的な研究

をする。カーネギーメロンが新しいオペレーティ

ングシステムの開発をするとか、そういう研究が

具体的に産業界と直結している。このような関係

は日本には殆どない。このような環境を構築する

ことが大学にとって、大変大きいテーマではない

かと思うわけであります。

［７．大学の問題］

大学がひとつ問題であります。これは通産省の

ある委員会のときにつくったレポートから持って

きた図であります（資料７)。これは日米の産学

官の状況を示す一つの図です。

日本の大学とアメリカの大学の産業界に対する

コミットメントはどのくらい違うのであろうか、

それを示したのがこの図です｡日本の大学は基本

的に、カリキュラムを見るとすぐわかるのですけ

れども、コンピュータ・サイエンス・オリエンテッ

ドな色彩が非常に強い。すべてではありませんけ

れども、８０％が大体、コンピュータ・サイエンテ

ィストがカリキュラムをつくっているのです。そ

のため、中心的な、よく言えば基礎研究と称する

律鴎⑤

[８．地域とＮＰＯの活用］

今述べた状況の中で、現実に即した話ができな

匠司
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いかというと、幾つかの方法があります。一つは

大学とＮＰＯの活用です。これはボトムアップの

戦略です。ＮＰＯをきちっと育成することによっ

て、新しいベンチャーをつくっていこうというの

がこの目的であります。

これは大変強力なベースになるのです。後でお

話をいたしますけれども、会津大学でコンピュー

タ・サマーキャンプをこの５年間やりました。こ

のプロジェクトは､日本中の中学生を中心として、

一部高校生を入れて、コンピュータのリテラシー

を３泊４日で教育することです。夏休みの間、大

学を開放してＮＰＯと協力して実行する。

それを支えているのは、勿論大学が大変重要な

役割を持つのではありますけれども、実はＮＰＯ

の支援はきわめて重要です。具体的に言えば、青

年会議所、ＪＣのメンバーです。もちろん、ＪＣだ

けではないのですけれども、そういう人たちが一

緒になって頑張ることによって、このベンチャー

が生まれてくる土台を作りました。これが成功す

るかどうかというのはまだわからないのですが、

会津に二つのベンチャーが生まれました。

第２は、先ほどからお話をしていますように、

２１世紀型の産業をつくっていく、トップダウンの

戦略が大変に大事なのではないかと思います。

前後しますが、ＮＰＯに関してさらに申します

と、ＮＰＯの活用により、実はたくさんのビジネ

ス．チャンスが作れる。例えばインターネットの

インフラを使いますと、何人かの強力なリーダー

がいれば、あっという間にその人たちを中心とし

て、インターネットの世界でその目的のために数

万とか、数百万人レベルの新しいコミュニティが

できます。

こういうコミュニティをつくることによって、

何がこれからの技術そしてコンテンツとして必要

なのかという情報が確実にとれるわけです。それ

をもとに、次に産業化していく戦略が組めます。

このためＮＰＯの活用を本格的に考えることは大

変大事です。

今回、インターネットを使って国が博覧会をや

りました。これを支えたのが、ボランティアの

NPOです。これから新しい産業が生まれるかど

うかわからないけれども、そのチャンスはありま

す｡例えばリモート･エデュケーションというテー

マ、特にシニアの教育に関して、このコミュニテ

ィを通して何かやりたいという話が出てきており

ます。これにより教育ビジネスが生まれます。今

後、このＮＰＯを目的に合わせて、きちっと育成

していくことは大変大事だろうと思います。

［９．地域とベンチャー］

第２のトップダウンに近い戦略でありますが、

国のプロジェクトを持ってくる戦略があります。

このため一つの大学である必要はなく、複数の大

学が集まり、強力なリエゾンオフィスを作る。こ

れを使って、産業界と大学と国のプロジェクトを

つなぐような仕掛けがあると色々なことができま

す。

この仕掛けの中での、一番の問題は何かという

と、マーケティングの機能です。東北大学には、

ニッチェ（未来科学技術共同研究センター）もあ

るし、ＴＬＯもありますが、この組織が今後育つ

ためには、このマーケティングの機能を確実に作

ることです。しかし、これはそう簡単ではない。

技術がわかっていて、マーケットの世界がわから

ないと、マーケティングができないからです。こ

の能力が基本的に、ベンチャーを育てていく最も

キーのファクターではないかと思います。もちろ

ん、エンジェルの問題がありますけれども、エン

ジェル資金の問題は、条件さえクリアできれば、

今の時代では大きい問題になりません。

例えば、東京を中心にいろんなエンジェルがい

ます。この中の何人かにインフォーマルなお話を

したときに、先生方の中の目ききが、このベン

チャーは見込みがあるという話であれば、それな

りのファンドは出してもいいと言うのです。

日本におけるベンチャー・キャピタリストの、

あるいはかなり大きいベンチャー・カンパニー、

資金を出す会社にしましても、ＩＴに関して的確

な審査ができない。ですから、我々が仮に、一人

ではだめですけれども、何人かがそのベンチャー

をギャランティーできれば、大きいお金は出せな

いが、アーリーステージで一つが2,000万、３，０００

万なら出してもいいということです。

三つ集まれば、１億の金ができます。１億円あ
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りますと、ソフトウエア産業の場合には、当面は

ベンチャーをやるのだから年俸は安くてもいい。

年俸300万でやりなさいと。そうしますと、３年

間は食えるのです。３年間食えますと、この会社

はつぶれるか発展するか、どちらかです。つぶれ

たらしようがないです。だけど、１０のうち三つほ

どのレベルなら成功するチャンスはあるのです。

エンジェルから見れば、５０投資して、その中で

幾つか成功すればよろしいわけですから。以上、

ベンチャーのエンジェル資金に関してはあまり問

題はないのではないかと思います。問題は、この

ベンチャーのもつマーケティング能力です。この

ためには技術とマーケット両方がわかった目きき

がいなければいけない。このような人材をどう

やってつくるかというと、大学の先生の片手間で

はだめです。また、企業の人をただ引っぱってき

てもできない。

日本の中で、ほんとうにマーケティングができ

る人間を探そうと思ったら、ＩＴ分野でおそらく

10人いるかいないか。人材はアメリカからでも

ヨーロッパからでも連れてきてもいいのです、イ

ンターナショナルなビジネスをやるなら｡年俸は、

やはり最低2,000万から3,000万以上出さないと、

このマーケティングをちゃんとする人は採れない

のではないかと思います。このくらいのドラステ

ィックな状況を作らないと、ニッチな産業は将来

うまくいかないのではないですか。これがコメン

トです。

［10．会津大学の試み］

次に、会津大学でやった実験的なベンチャー育

成のお話しをしたいと思います。ベンチャー育成

のコンセプトは、今までにお話をしたスキームと

同じスキームです。つまり先ず、国のプロジェク

トを持ってこようと。持ってくるには、当然大学

が中心にならないとだめです。そして、大学と地

域をつなぐような仕掛けをつくる。これをつない

だ組織が、会津リエゾンオフイスです。大事な基

本方針は２１世紀型の産業をつくるために、国のプ

ロジェクトを持ってくる仕掛けを考えたわけで

す。

さて、会津における基本計而として、200Ｘ年

1２

計画を作りました。会津には二つの大きい二次産

業があります。お酒と漆器です。最盛期、漆器の

産業は年間約160億円の売り上げがあった。１２万

弱の町でありますから、160億円の産業というの

は非常に大きい産業だったのです。お酒が約120

億円。ところが､それが今､全然悪くなってしまっ

て、おそらく漆器産業は60億あるかないかと言わ

れております◎お酒もかなり減って、７０億ぐらい

と言われています。

そういう状況の中で、会津はこのままではだめ

だ。何とかしなければいかん。大学が頑張って、

何とかしよ』うよという話で始まったのが､この200

Ｘ年計画です。200ＸのＸは、Ｘ＝５ないし９．

つまり、2010年までの間に、平均売り上げ５億円

の会社を20つくろうというわけです。そうします

と、大体全体で100億の産業になるのです、現在

数の上ではまだそこまで行っていないですけれど

も。

そうすると、ＩＴ産業で1,000人の雇用が生まれ

ます。この計画をスタートしたのが今から４年前

です。現在、会社が幾つか生まれました。既に幾

つかあった会社もあるのですが、現在まで、色々

な小さいベンチャーが生まれました。

あいづ・ジャパンとかシンクという会社は、私

が行く前に既に動き出した小さな有限会社なので

す。今、大分大きくなっているようです。トライ

ネット、会津エフコム等数社を、その後つくった

のです。この中の二つは、国のプロジェクトを中

心として。これを作るとき東北通産局からもサ

ポートしていただき、ＩＰＡのプロジェクトをとっ

たのです。この関連会社にはコンピュータリテラ

シー教育のための新しいリソースと支援環境をつ

くる会社で、トライネットという開発会社ができ

たのですｃこの開発会社に対して、その成果物を

具体的に売る会社としてさらに、200Ｘという会

社をつくった。これはまだ十分に機能しておりま

せん。おりませんけれども、こういう仕掛けの中

でこれから200Ｘ計画を頑張ってやっていきま

しょうと。そのまとめ役になっているのが、会津

リエゾンオフィスであります。

小さい町っておもしろいですね。大学のメン

バーと市のメンバーが酒を飲みながら話をします

一唖
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と、話がまとまるのです。市長がリエゾンの会社

をつくった。これは第３セクターの会社で、市長

が社長です。大学はここに金を出していませんけ

れども、市が中心になってお金を出して、この会

社をつくった。これを会津の活性化に向けようと

いう戦略が生まれるのです。

仙台をはじめ大都市は恵まれ過ぎている。会津

はそうはいかない。市長が先頭に立って頑張らな

かったらだめなのです。私は昨年の４月に仙台に

戻りましたので､その後の状況はわかりませんが、

３月までは富士通系の会社がかなり頑張っていま

した。新しいフラッシュメモリーをつくるため、

2,000億ぐらいの投資が行われていて、これから

会津はさらに活'性化するというふうになってい

た。しかし、御多分に漏れずメモリーはだめです

から、今は大変きつい状況になっていると思いま

す。

大事な話として、会津という10万強の小規模な

町というのは、関係者が頑張ればきちっと一つの

戦略がつくれるのです。だから、仙台がほんとう

にやる気になればもっとすごいことができると思

います、あるいは宮城県でも。やる人がいないだ

けの話であって、それがいつも反省事項ではない

かなという気がいたします。

勝手なお話をしましたけれども、今までの話を

総括いたします。200Ｘ年計imiという戦略プロセ

スの中で、大事な出発点の一つに、会津のボラン

ティアによるコンピュータのサマーキャンプがあ

りました。これは会津のＪＣグループが中心に

なって頑張って、大学と一緒になって盛り上げて

くれたプロジェクトです。この結果を東北通産局

が見て、おもしろいねということで支援があり、

大学が中心になって頑張ってIPAの金を取った

わけです。

このIPAプロジェクトを中心としてトライ

ネットという会社が生まれた。これは有限会社で

す。これは主に開発をやる。それは何かというと、

コンピュータリテラシーのための教育のコンテン

ツ、それをつくる支援システムを開発する会社。

この成果物を具体的に売っていく会社として200

Ｘをつくった、という一つの流れが200Ｘ計画の

最初にできた。

こういうような話がこれからたくさん会津に生

まれれば私はいいと思っているのです。しかし、

これはまだサクセスストーリーになっておりませ

ん。ならなくては困るのですが、しかし、このよ

うな状況が現在、会津地域で具体的に我々の考え

方の上でつくられつつあるのです。

［11.国のプロジェクトと問題点］

時間が大分迫ってまいりましたので､最後にIＴ

ベンチャーと国のプロジェクトの問題についてお

話をさせていただきます。このＩＴベンチャーを

つくるのに、可能性を与える大事なものは政府の

政策を中心としたe-Japan計画、及び第２期の

科学技術基本計画であります。この計画によって

はっきりしているのは、新しい技術開発に向けて

ひもつきもありますけれども、約24兆円の金が、

この数年間のうちに動くということです。ここで

生まれてくるプロジェクトを東北地方は何で黙っ

て見ているのだろうか。実際動いているところも

ありますが、他の地域から見たら、殆どやってい

ないに等しい。新しいプロジェクトをどうやって

我々は活用するのかを考えることが、東北地方活

性化の大事な話になっていくと思います。

e-Japan計画の細かい話はここではしません。

しかし、この計画の中身はあるようでないのです

(資料８．９次頁)｡でも一応､オーム社コンピュー

タネットワークからの資料からご覧に入れますけ

れども、主なものにここにありますように世界最

高水準のネットワークをつくる。これは結構です

が、これはインフラでありますから、幾ら高速道

路だけつくっても、それだけではだめなのです。

また、教育関係。それから、電子商取引。そう

いうものをe-Japan計画でやっていこうと。そ

れはそれでいいのでありますけれども、中身がま

だできていない。それからほかに、ここにありま

すように、行政の電子化、それからあとは、ネッ

トワークセキュリティーと、いろいろあります。

これだけ並んでいるのですけれども、よく読んで

みるとほとんど中身がない。

特に、この中で人材育成について書いてありま

す｡勿論人材育成は日本の将来にとって基本です。

ＩＴ戦略会議の中で、人材育成については大事だ
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と言っているけれども、中身がない。何でないか

というと、いつもお話をしているのですが、アメ

リカが何でここまで強くなったか。大学を一つ例

にとってみたときに、大学の強力なスタッフはあ

る意味で、外国人部隊です。もちろん、アングロ

サクソンもいますけれども、中国であり、インド

であり、その他世界の国から優秀な頭脳が集まっ

て、大学をつくっている。

日本はどうかというと、ほとんどの大学の教育

は日本人だけでしょう。これははっきり言って、

これではアメリカに勝てつこない。少なくとも、

日本の重要な大学の全部が変わらなければいけな

い。トップ30の話がありますけれども、トップ３０

とは言わない。少なくともトップ10の大学の教員

の75％以上は、外国人のトップエリートが来なけ

ればだめだと思うのです。そういう仕掛けをつく

らなかったら、日本の大学はよくならないと思う

のです。僕は東北大学をやめたから何とでも言え

ますけれども、少なくとも東北大学の理工系の

75％は外国人の先生。このため他の先生は全部レ

イオフしてもらうというくらいのことをしなかっ

たら、東北大学は世界の中で一流にならないので

す。

アメリカに勝とうと思ったら、少なくともアメ

リカと同じ状況以上で人を集めなかったらだめで

す。ご存じのように日本には留学生はたくさん来

てはいます。しかし我々が、中国の清華大学とか、

インドの工科･大学に行って、学長と話をし、会津

大学で呼びたいと言っても、「それは先生、だめ

だ。うちの一番優秀なやつは全部アメリカだ。日

本に行って、一体､何がいいことがあるのですか。

例えば日本の教育制度として、学士号があり、マ

スターがあり，ドクターがある。しかしそれは国

際的にはあまり意味はない。インターナショナル

には評価されないでしょう」と言うのです。

もちろん、我々だって、日本の学位、マスター、

ドクター、それはいいと思います。だけど、これ

は実際、インターナショナルにはなかなか通用し

ないのです。彼らが言うには、プロフェッショナ

ル・エデュケーションのちゃんとした認定制度が

なければいけない。それは今、ＪＡＢＥＥ等でやっ

てはいますけれども、そういう環境を考えたとき

に、日本の大学はどれだけほんとうに国際化でき

るか。そのためには、幾つかのキーの大学が思い

切った、ドラスティックな変革をしなければだめ

だろう。その目標の一つは何かというと、７５％以

上が外国人。しかも、トップエリートの教員だと。

そういうものをつくらなければ、日本の大学はよ

くなっていかないというふうに思うのです。

［12。新しい産業活性化のために］

次は、産業界からみた問題について話をします

（資料10)。先ほどから我々は二次産業を中心と

した話をしたのでありますが､９９年におけるＧＤＰ

の各産業の占めるパーセンテージを見てみます

と、製造業はその中で30％強しかない。しかし、

製造業は少なくとも国際的に勝てる分野です。問

題はこの中の６％しかない金融がろくなことをし

なかった。これが日本をおかしくしてしまった。

金融がある意味で全然、国際化されていなかった

わけです。つまり、インターナショナル・インダ

ストリーとしての金融ができていなかった。

つぎに雇用の問題です。日本の雇用問題は二次

産業を中心に騒がれているけれども、日本での雇

用の実態は製造業全体で約３割しかないのです。

これから分かるように他の産業分野で思い切っ

た、ドラスティックな構造改革をしなかったらだ

めです。例えば官庁｡忙しい人は忙しいけれども，

忙しくないセクションは全然しょうがないでしよ

資料1０

１９９９年年度種別ＧＤＰ

通信

サー

官公
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宮城県の場合、私はよくわからないけれども、

はっきり言って県の産業政策の中心が農水。しか

し、これでは困るわけです。もちろん、農水は大

変大切な産業ではあるけれども、ご存じのように、

宮城県における農水の産業としての総出荷量は

3,000億から4,000億しかない。ところが、少なく

とも二次産業は約４兆弱ある。一方ロジステイッ

クにいけばおそらく１０兆円ぐらいあるのではない

ですか。そういうことを考えた上で、行政は宮城

県の産業政策をつくらなかったら、絶対この地域

は活性化しないのです。そういうプリンシプルを

きちっと明確に、頭に描きながら行政は将来の産

業戦略をつくっていかないとだめではないかなと

思います。

［１３．１Ｔベンチャー成功の要因］

最後のセクションになりましたが、今までと若

干の重複はありますが、ＩＴベンチャーが成功す

るための問題を考えてみたいと思います。成功す

るための、最も重要な要素は何だろうか。もちろ

ん、チャンスがあります。神様はいいと思った人

にチャンスを与えるのであって、すべての人に

チャンスを与えるわけではない。しかし、成功す

るための最低必要条件として三つあるでしょう。

一つは、やはりチャレンジ精神です、頑張って

やる力。これはいうまでもないでしょう。つぎの

問題は、ここです。さっきから言っているマーケ

ティング｡この能力がなかったら絶対にだめです。

マーケットが見えないベンチャーというのは全

然、意味がない。

去年と今年、通産局の依頼で多くの案件の審査

をしてみました。残念ながら明確なマーケティン

グ戦略がほとんどない。技術としてはほどほどの

ものがある。でも大した技術ではない。それなり

にローカルでは成功するかもしれない。しかし、

決して大きく成功するものはなかなか見当たらな

い。問題は、何かというと、基盤の技術がなくて、

マーケティングがちゃんとしていないのだから。

それから、もう一つは当り前ですけれども、ベ

ンチャーは従来やっていた仕事からドラスティッ

クに変革するような、新しい発想の転換がなかつ

1６

たらだめなのです。

一つの例をごらんに入れましょう。これは卸、

小売の世界でありますけれども、かつてのデパー

トがだめで次がスーパー◎今はスーパーがだめで

コンビニに来たわけです。次はよくわからない。

このコンビニの世界があと何年もつかわからない

のでありますけれども、つまりこれだけ小売の世

界は変わってきたわけです。これを端的に示して

いるのが、次の図なのです（資料11)。

ちょっと古い例で恐縮ですけれども、９８年と９９

年の対比で譜:いてあります。これで見ますと、い

わゆる小売業のトップランキングに入るものは有

名なダイエー、イトーヨーカ堂、ジャスコ。それ

にマイカル､これはとうとう死んでしまいました。

そして高島屋。売り上げは大きいのです。しかし、

ジャスコ以外はほとんど前年比マイナスです。こ

れは従来型のトラディショナルな仕掛けで商売を

しているからです。ジャスコは何でいいかという

と、かなり徹底したＩＴ化をはかっている。たし

か、仙台市の泉地区の辺にジヤスコの情報セン

ターができていると思います。

それに対してコジマとか、ヨドバシカメラ、ヤ

マダ電機、セブンーイレブン、これは従来のビジ

ネススタイルを変えたのです。ここにありますよ

うに､前年比に関する売り上げは全部プラスです。

小売に対しての発想を変え、それで成功したわけ

です。

利益のほうで見ますとこうなります。断トツで

セブンーイレブンはいい。マツモトキヨシ、これ

も皆さんよくご存じでしょう。今、街を歩いてい

て、電気がこうこうと輝いているのは、ドコモ

ショップとマツモトキヨシと100円ショップです。

仙台の一番町を歩いてみると分かります。

何でこれがよくなったかということでありま

す。それは大変簡単であります。よく見てみると、

コンビニが全部いいわけではない。セブンーイレ

ブンがいい理由がここにあります。セブンーイレ

ブンはたくさん店舗がありますけれども、平均の

１日の売り上げが大体70万だと言われています。

他のコンビニはどうかというと、同じ規模で比較

したときに、、売り上げがこれだけ違うのです。

セブンーイレブンは70万売っているのに対して、

戸、

毎雨
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資料1１

２

議議

４

５

６

７

８

９

1０

蕊灘
1２

1３

蕊鍵

露；

第１表小売業売上ランキング

（1999年度）

(単位:10億円、％）

売上高 前年比

ダイエー 2204 -5.9

イトーヨーカ堂 1５０８ -3.5

議謬鍵灘鍵織鶏#蕊灘難蕊議蕊議
マイカル 1０８１ －６

高島屋 1０２１ －８．１

西友 875 -8.1

ヨL二一 7７３ -1.9

三越 6７５ -1.3

西武百貨店 5８８ 0.4

丸井 ４８０ 5.7

議議灘議議蕊議 鱗謬 鰯 蕊議§
大丸 421 －１０．６

伊勢丹 ４１０ －１．９

蕊驚灘灘：灘議
蕊f裳ヌ擁

蕊灘灘篭

驚議議蕊瀧議鱗 鵜 蕊議議議
繍蕊議蕊灘鰯鍵鍵溌鰯 鍵議ii霧

他のコンビニは50万。

何で違っているかということ、何で違っているかということ、ここです。今は

変わっているかもしれませんが、セブンーイレブ

ンがとった物を売るコンセプトは、物を中心に売

るのではない。新しいファッション’性のある商品

を開発して売るという戦略。これがこの差になっ

たということです。

つまり、大事なことは何かというと、コンビニ

は普通の小売店ではないということです。コンビ

ニはエンターテインメント・ショッピングをする

所というのがセブンーイレブンのコンセプトで

す。これが勝っている理由なのです。

もう一つおもしろいのは､これがあるでしょう。

我々の発想ではこういうものができなかった。こ

こにありますガングロ、ヤマンバ的発想、そして

厚底靴の発想。例えばこのような発想ができない

限り、今言ったエンターテインメント・ショッピ

ングはつくれない。残念ながら、おそらく５０代以

上の人には無理だろうと思うのです、全部ではな

いけれども。これはやっぱり２０代でしょう。

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

蕊蕊
1２

1３

1４

1５

第２表1999年度､98年度連続増益

企業上位15社

(単位:10億円、％）

経常利益 対前年度

セブン･イレブン 140.1 1９．５

ファミリーマート 29.7 7.6

ファイブ･フォックス 1７ 1５．４

ヨドバシカメラ 1６ 25.9

オートバックスセブン 1５．９ 2.4

ファーストリライリング 1４．１ 124.2

良品計画 1３．６ 51.1

しょむら 1２．５ 37.5

ヨークベニマル 1２ 1２．４

コジマ 1１．１ 1９．３

灘灘篭議溌灘灘溌凝議＃ i鍵
Kロ・・唖蜂>文屋歴孟掘&亜錫曇奉屋毒狂壷露顕Zﾖ牽壁務露癖鐸溺員樺凌珂u鑑賎錘苫同雀霊昌一…．．ﾏ・マー"弓

蕊欝鍵織窓

ヤマダ電機 1０．２ 53.8

サンクス＆アソシエイッ 9.2 ３１．９

ミニストップ 8.3 21.5

カインズ 8.2 6.2

資料:日経新聞2000年６月29日

それから、役に立たない発想。ソニーのアイボ

は今、大変売れています。もちろん、ソニー全体

から見たら売り上げのパーセンテージは微々たる

ものなのだけれども、あれが仮に一つのベン

チャーとしてアイポをつくって、今の状況をつ

くったら、これは確実にサクセスストーリーにな

ります｡理由は何かというと､役に立たないロボッ

ト、いうなればいやしのロボットを発想したから

です◎今､ソニーの成功を見て、いろんなメーカー

からロボットが出ておりますけれども、先行した

ものが勝つというのがこれです。

今、お話したような発想が、次のビジネスをつ

くっていくうえで大変重要なテーマだろうと思い

ます｡

それから、この表にあるマツモトキヨシが成功

している理由も、我々から見ますとビジネスモデ

ルとして当たり前です。つまり、従来のドラッグ

ストアという概念をやめる。もちろん、中心的な、

カーネルの商品としてのドラッグはある。けれど

も、もっと大事なものは、医薬品だけではなくて、

EAJInfOrmationNo,105／2002年４月Ｚ７
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日用雑貨も、食品も入れる。同時に、企業全体を

ＩＴ化する。ロジステイックを含めて徹底した合

理化をやれと。それがマツモトキヨシの持ってい

る、実はビジネスモデルなのです。

考えてみますと、このモデルは割合にはっきり

していて、だれでもまねができるのですが、最初

にやった人がやはり勝つのでしょう。

このような話は幾らでもあるのです。ＰＣの世

界で一番端的な企業の例がデルです。デルコン

ピュータはＰＣの世界でトップ企業です。今後

ヒューレット．パッカードとコンパックが合併す

るかもしれませんが､まだ合併はできていません。

株主総会でひつくり返る可能性があるそうです。

合併すれば、売り上げからいうと、デルよりも大

きくなるのですが、デルが今後とも圧倒的にコン

ピュータのビジネスでトップをとって走っていく

可能性があります。

ヒューレット・パッカードとコンパックが合併

すれば、ビジネスボリュームはすごく大きくなる

のだけれども成功するのは難しい。理由は非常に

簡単です。デルが持っているビジネスモデルに対

抗できるビジネスモデルを、ヒューレット・パッ

カードとコンパックの連合がつくれない。スケー

ルメリットでどれだけ勝てるかというだけの戦略

ですから、これはだめなのです。

デルがつくったビジネスモデルは一体何かとい

うと、ユーザーの目的に対応してカスタマイズし

たＰＣを、できるだけ早く、リーズナブルなコス

トで届けるというのが、このデルのビジネスモデ

ルなのです。このビジネスモデルは一見、簡単な

ように見えるけれども、ＩＴの環境では大変複雑

です（資料12)◎

今、お話しした状況を見てみますと、こういう

ことなのです｡デルのカーネルはここにあります。

それ以外はすべてアウトソーシングしましょう。

部品パートナー、それから今は中国に移っている

と思いますけれども、フィリピンにパソコンの組

み立て工場があって、ロジステイック、これはた

しかフェデラルエクスプレスが全部サポートして

〆室勤、

います。

資料1２

デルのビジネス｡プロセス概要図

■１■■ﾛﾛ
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生産指示I….．(デル）
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(外注）

消：５日間のサイクル
年61回転:６日で在庫一掃

部品調達

出荷Ｉ 工場

生産管理

システム

フェデックス

iＩ物流管理

システム

在庫の解

部品メーカー

生産管理

システム:253億ドル、インターネット:50％以上99年売上

アメリカ国内の20％シェア
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問題は何かというと、従来のパソコンのビジネ

スは､利用者の要求があって､パソコンのメーカー

がいて､代理店がいて､販売店があって､ユーザー

がいるという､かなりこのライフサイクルが長い。

デルはこのサイクルを直結した。このサイクルを

短縮したことが圧倒的にデルを成功させた理由に

なっています。

データでご覧に入れたほうがわかりいいと思い

ます。システムを構成するソフトウエアの話はこ

こでしても仕方がありませんから省略いたします

けれども、実はこういうことなのです。一番大事

な目標は、在庫リスクをどれだけ減らすかという

ことです。これを成功させたのがデルのモデルで

す。トータルなＩＴ化戦略で、きっちりしたビジ

ネスモデルを構築した。

何が起きたかというと、９９年、売り上げがここ

に書いてありますが、253億ドル。インターネッ

トでの売り上げが50％以上あります。問題はここ

です。在庫の解消、５日間。これはトヨタが言っ

ているカンバン方式と実は非常に似ていると思う

のです。５日間のサイクルで全部ローテーション

をします。在庫が５日間で空になるというのが、

このデルが持っている凄さなのです。

普通のパソコンメーカー、例えばコンパックに

しましても、ヒューレット・パッカードにしまし

ても30日。この５日のサイクルというサイクルは

実はすごい。生鮮食料品の在庫管理と同じオー

ダーだそうであります。これをつくったことが、

絶対･的にデルがポジションをとった理由なので

す。これに勝てるモデルをつくらなかったら、絶

対デルに勝てない。ただ単に、ヒューレット・パッ

カードとコンパックが企業として集まって、売り

上げを大きくしたってだめです。そういうことが

あって、多分、この二つの合併は株主総会で否決

される可能性が高いというふうに言われておりま

す。まだ結果が出ておりませんからわかりません

けれども。

いずれにしましても、ベンチャービジネスを成

功させる要因は、いろいろお話を申し上げました

が、やはりすべては市場に対する、マーケティン

グに対する洞察力と、それに対応できる戦略が基

本だと思います。これはただ単に商品を売るとい

う意味ではなくて、技術をベースとして、その将

来に対して何かを考えていかなければいけないと

いうことであります。

先ほどからお話をいたしましたけれども、ベン

チャーの成功のためにはいろんな問題があるけれ

ども、大事なのはベンチャーが基盤となる技術を

きちっと持っていない限り、その成功はなかなか

難しいと思います。さて、基盤になる技術をつく

れるのは一体どこかということになりますと、こ

れは地域だけでは無理。これを大学がやらなけれ

ばいけない。

そのためには､大学がほんとうの意味で産業界、

あるいは産業と直結するような仕掛けを考えてい

かないとだめなのではないか。ここにありますよ

うに、そのためには大学の持っている現在の研究

開発の体制をドラスティックに変えていかないと

いけない。

いろんなことがありますけれども、大事なこと

の一つの要因は、兼業制度です。まだまだ制約が

多過ぎる。一人の先生が少なくとも年俸2,000万

位企業で稼いでもいいではないか。もちろん、教

育の問題がありますから、制度としての歯どめは

必要かもしれませんけれども。このくらいのこと

をやらないと、なかなか日本の中でいいシーズが

ベンチャーの中に入っていかない。少なくとも、

片手間はだめです。ベンチャーをつくるなら、二、

三年は先生が大学を休職して、それに専念するく

らいの状況をつくらなかったら、絶対ベンチャー

はうまくいかないと思います。

次は、新しい事業のために研究シーズというも

のがどれだけ大事かというのをIBMの例でお話

をしてみたいと思います。IBMは新しいプロセッ

サーをつくる上で、すごい開発能力がある◎現在

ペンティアムの４倍の能力のあるパワープロセッ

サー４をつくっている。クロック周波数は１ギガ

ヘルツ。トランジスタの個数が約１億4,700万個。

これを支えているのが基盤技術、その一つが銅配

線の技術です。今はかなり当たり前になりました

けれども、次はシリコン・オン・インシュレーター

という技術ｏこういう多くの基礎技術がIBMに

はある。このような技術と新しいアーキテクチャ

技術が新しいプロセッサーをつくることを可能に
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しているわけです。

同時に、これはある意味では縁の下の力持ちの

技術ですが、デザインのための高度なＣＡＤのシ

ステムです。これはやはりソフトウエアの技術力

であります。つまり、こういうトータルな総合力

を持っていることがIBMを復活させたのです。

このほかに、さっきお話しした三次産業に対する

展開もあります。将来、ＩＢＭが携帯系の世界に

本格的に入ってくるとなると、これは日本にとっ

て大変に驚異になるだろうという気がいたしま

す。

それから、もう一つぜひ見ていただきたいこと

は、ＩＢＭは三次産業に対して徹底してオープン

な環境をつくっている。

彼らはウインドウズに勝とうというわけです。

勝つためには何が必要か。基本となる、ＯＳの世

界で、オープンなＯＳ，Linuxを徹底的に強化し

よう。全部オープンソースとして、我々が開発し

たものは皆さんに全部渡しますよと。このため具

体的に20億ドルの開発費を投資しているのです。

これからは直接プロフィットはない。オープンな

環境をつくるために､20億ドルの投資をしている。

これをつくった上で、あとはミドルウエアからシ

ステムインテグレーションのビジネスの勝負をす

る、というのがIBMの戦略です。こういう戦略

が日本の企業にない、ＮＥＣも富士通も。こうい

うグローバルな戦略をつくらない限りは、世界の

中で勝てないというわけであります。

このような状況の中で現在､IBMがコンピュー

タの世界でどのくらいのポジションを持っている

かを次にごらんに入れます。これは現状でありま

す。アメリカにおけるIＴ産業の26％をIBMは

とっています。これは売上高ベースであります。

台数ベースは、サーバーが中心でありますから少

ないのでありますけれども、これがサンマイクロ

で16.5％です。コンパックが16.1％、ヒューレッ

ト・パッカードが14％､デルが７％､その他20.4％。

つまり、このくらいの強力なポジションを現在

四Ｍが持っている。その理由は、先ほどからお

話ししている技術なのです。基盤技術は絶対必要

であって、日本の企業がそれを十分にできなかっ

たならば、大学がやらなければいけないのでない

2０

力､。

溌後になりますけれども、以上のことからIBM

から我々はいろんなことを学べたと思います。大

事なことはここです。それは企業であれば当然な

のですけれども、market-orientedの環境の中

から、基礎研究から実用化研究を一貫して進めた

強い柱がIBMにあったということ。そしてこれ

が現在のIBMを復活させた要因であるというこ

とであります。

日本の企業はIBMに比べればまだ非常に脆弱

でありますから、ぜひ大学が重要な研究開発の中

心となり、将来のIT，バイオの世界戦略をつく

ることが大切です。その中で、東北地方というの

は東北大学を中心として、優秀な頭脳があるわけ

でありますから、これをぜひ活用して、東北発の、

他の日本の地域にない新しい活性化戦略をつくっ

ていけたらいいのではないでしょうか。

私はもう70才を越しましたのでただ言うだけで

あります◎実行するのは皆さんだということで、

お話を終わらせていただきます。どうもありがと

うございました。（拍手）

司会野口先生、有益な、なかなか辛錬なるお

話もありましたけれども、どうもありがとうござ

いました。せっかくの機会ですので、何かお聞き

になりたいことがありましたら、どうぞご遠慮な

くお願いします。

中塚勝人束北大の中塚でございます。ニッチェ

のセンター長をやらせていただいております。リ

エゾン関係について、先生のお話の中でちょっと

気になりましたのは、エンジェルは何とかすれば

集まると。確かに、たくさんあるのです。でも、

現実はほとんど追いはぎで、ほとんど使えないの

です。ああいうのと組んだら全部持っていかれま

す。そういう、ものすごい原始的な経済システム

だと。

野口先生が言われたように、怪しげなところ

もありますけれども、それなりのきちんとしたエ

ンジェルもいる。まだ実際に状況をつくっていな

いから、100％ギャランティーはできないけれど

も､例えばベンチャー企業の提案に､何人かのしっ

かりしたグループの人がその内容をギャランテ

ィーすれば、アーリーステージだから大きい金は

餌雨、

匡竃



一

一

出せないけれども、ベンチャーの希望と十分協議

の上で個別的に100万から2,000万ぐらいなら出し

てくれます。勿論失敗したら、それをかぶらなけ

ればいけないのだけれども◎

中塚あともう一つは、国のお金を使ってでき

るだけそういうものを動かすという趣旨はいいの

ですが、間に事業団が入りますと、まだ事業団は

事業団の肥大化を考えるために、相当の権限を押

し込んできて、ベンチャーがそのまま自然に伸び

ていって、その価値を増やすというのを阻害する

ところもあると思うのです。

野口それはあるでしょうね。

中塚そういうのは非常に難しい問題だと思い

ます◎

野口一番いいのは、すべて国の金が大きい制

約なしに使えたらいいと思うのだけれど、現状で

は難しいでしょう。ただ、アーリーステージなら

色々な方法があります。小さいベンチャーのネッ

トワーク関係の会社があります。これは年間最低

50％ぐらい伸びています。開発資金の一部は国で

あり個人のエンジェルです。小さいから制約なし

で運用ができているのです。毎年、売り上げ、利

益ともに50％以上伸びています。まだ、株式公開

まではいかないけれども。いろんなケースが僕は

あると思います。

中塚その辺は我々が不勉強のせいもあります

けれども、実際にそういう条件で、ほとんどへジ

テイ卜してとまっているものが現実にありますの

で、非常に難しいのです。

野口ベンチャー企業が、国の金を取ってくる

と、若干のオーバーヘッドを取られます。

この辺の改善は必要です。知的所有権の問題は改

善されたようです。

中塚オーバーヘッドは問題ないのです、取ら

れることについては。機材とか権利を全部、持っ

ていかれます。それで伸びるときに、非常に身動

きがとれなくなってしまう面がまだございます。

野口あるかもしれませんね。わかります。

司会ほかに、よろしいでしょうか。

平井敏雄先ほど先生は、大学の教官の75％を外

国からトップクラスを連れてこなければいけない

とお話なさいました。この前、尾身大臣の話を伺

いますと、沖縄に先端大学をつくるので、そこに

50％とおっしゃっていましたが。

野口あれは多分失敗しますね。

平井早く先生が75％にしろと。

野口７５％の話は別として、理由ははっきりし

ているのです。会津大学の経験から、どういう大

学をつくるかによりますが、少なくともＩＴとか

バイオの世界のトップの大学をつくるのだった

ら、おそらく沖縄は無理ですよ。

いろんな理由があります。一つは、先端的な産

業基盤が集職していない。そのため、大学の研究

開発のマネージメントが大変に難しい。第二は、

来日した外国人の家族が満足しないでしょう。や

はり東京なのです、残念だけれども。仙台がぎり

ぎり、わからないけれども。

平井そうすると、考えているのは、実行はさ

れないであろうというご判断ですか。それとも、

できるけれども……。

野口国がやれば、それなりの大学ができて、

オペレーションされれば､ある程度の成果はでる。

ですからあったほうがいいです。ただ、投資効果

から見て、もったいないですね、という話であり

ます。

平井わかりました。

服部秀雄(賛助）私は名古屋なのですけれども、

せっかくの機会ですので、きょうは先生のお話を

伺いに来ました。東北大学と共同研究などを進め

ております。先ほど、産学の共同研究のお話が出

ているのですが、企業というのは、やはりいろい

ろ機密というのがございます。大学だと研究室に

研究生を送って、ご指導をいただいているのです

けれども。

今の大学の中というのは、非常に狭いとか、机

がないとか、会社から上司が来ても、立ったまま

話をするとか､そういうことが非常に多いのです。

そういう中で､今度､大学が独立行政法人になっ

たときに、今、ニッチェのような形もありますが、

大学の中に企業が、例えばＩＴだったらＩＴの関

係の会社が、通信とかにぱっぱっと入って、いろ

いろディスカッションをする。離れていると、な

かなか先生のご指導をいただけない。インター

ネットだけでできるのだけれども、やっぱり先生
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に会って、直接聞くということは非常に重要なの

です。

そこで、ベンチャー企業を大学の外とか、別の

ところにつくるのではなく、大学の敷地の中に入

れるのはどんなものかなと。そういうことができ

ると、ほんとうの意味の産学が進むのではないか

と。お金のことがあるのですが、マーケットの関

係で企業はこういうものがぜひ欲しいと思いま

す。そういうことがやれるようになると随分よく

なるのではないかと思うのですが、いかがでしょ

うか。

野口現在、中国の清華大学とインドのIITは

既にやっています。当たり前に。例えばマイクロ

ソフトが来てやっていたり、シスコが入ってきた

り。まさに、大学の中に研究開発の拠点をつくっ

てどんどんやっています。なぜ日本ではできない

のですかね。

服部日本は、国有地の中に、企業の人が借り

て、企業がお金を払うというとちょっと問題にな

りますよね。ある企業だけがそこを使うと。従来

だったらそういうことですよね。企業が国の金を

使って、そこを有利に使ってもいいという法律が

できると随分、その辺が変わるのではないかと思

います。

野口逆に、法律すれすれでも国益のためなら

いいでしょう、悪いことをしなければ、少なくと

も大学には良識があると思いますから。

服部企業としてはぎりぎりのところで、そう

いうことをやるところがあるかもしれませんけれ

ども、長続きはしませんよね｡結局、きちっとルー

ルを守ってやらないといけませんね。

2２

野口ただ、今まで私も何回か東北大学時代か

ら経験があるのですが、コンソーシアムといった

場合、複数の企業と大学の共同体というのは、一

般にはあるレベルまでしかない。つまり、知的所

有権の問題があります。それは非常に悩ましいの

ですけれども。やはり、一社との経営を特定的に、

重点的にやらないと、ほんとうのトップレベルの

研究は出でこないですね。

服部教授室を中心としたコンソーシアムとい

うのはあると思うのです、いっぱい。ただ、それ

が物理的に、先生の部屋にべったりではなくて、

ちょっと離れたところに企業の出店があって、そ

れから研究員が行って、帰りには自分のところに

戻れるということでないと、現実にはなかなかで

きないのかなと。今まででいろいろやってきた経

験からそういう感じがしております◎

野口それは国立大学が法人化されればできる

のではないですか。

服部そういうときのアイデアとして、何かト

ライしてやっていただけるといいのではないかな

と。

野口今までの日本の大学は大変遅れているの

です。中国だったら10年前からやっていました。

このままほうっておいたらほんとうに、日本は大

変だ。今、先生が言われたような問題の取り組み

でも中国やインドより遅れているわけですから。

服部ありがとうございました。

司会よるしいでしょうか。それでは、もう一

度、野口先生にお礼の拍手をお願いいたします。

（拍手）

緯憲司、
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